
























































































 （　　　 同 　　　）
おかあちゃんと幼子になり呼んでみる七回忌終えて同じ病に
 （　　　 同 　　　）
　ある日、思いもかけず自分の身が病に冒されていることを知ることになる
のである。「二〇〇七年の八月、母と同じ病、肺がんに罹っていることが、
しかも進行した厳しいステージであることがわかりました。生きるにも病む
にも体力、気力がいる日々となりました」（あとがき）とある。今、まさに告
げられた「いのち」の現実を受容しようとし、不安の声に泣き、幼子になっ
て亡き母に呼びかける。自己の命の現実にま向かうぎりぎりの声がヴィヴィッ
ドに、ここから聞こえてくる。ここには、「うた」の根源である「いのちの
こゑ」が、しっかりとうたいこめられている。私は早速、月刊誌「ＮＨＫ短
歌」の「いのちを見つめる」で取り上げさせていただいたことであるが、杉
野先生がいかに多くの学生のみならず卒業生の方々にも厚く信頼され、支え
となっておられるか、感じ入ったことである。
　また、先生には、「SEITO 百人一首」の英語の選者もしていただき、私
の母校である「三次高校」にも、わざわざ「英語短歌」の実作指導にも行っ
ていただき、まことに感謝している。
　今年の３月の終わり、先生が引っ越しなさる最後の日、竹村先生や寺川先
生と、研究室の本などの荷造りや包装のお手伝いをしたことがある。ここで
も、先生はいつものように、包装や梱包や掃除を自分でなさり、私は「セロ
テープ」をひとつ、ひとつ切って先生の手に渡しながら、お話をすることぐ
らいしかできなかった。ところが、４月になって学校に行ってみると、大い
に喜ばれて先生がとても大切にして愛用されていたお茶のセットや、足を温
める温風機などを「安森先生へ」と書かれて、私の研究室の前に置いていっ
てくださったのである。私が、中国山地の山国の三次出身で寒がりであるこ
とと、お茶の好きなこともよく知っておられたのである。
13
　山賊の私は「酒」を好み海賊の先生は「善哉」を好み、おおいに楽しみな
がら研究を続けて今日までこられたのも、杉野先生のおかげである。これか
らもはば広く多くの方々の支えとなってお働きになられることであろう。ま
た、「善哉」と「酒」でたびたび話し合いたいものである。
過ぎ越しの　　　　　（すぎこしの）
遥か遠くに　　　　　（はるかとおくに）
見ゆるもの　　　　　（みゆるもの）
優しき瀬戸の　　　　（やさしきせとの）
生口の島ぞ　　　　　（いくちのしまぞ）
 敏隆
